
「三密」とは無縁のホタル観察現場で考えたこと
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きた䛸思われる樹齢䛾木が目䛾前䛷倒れる瞬間䛻出遭った䛾䛷す。ほん䛾少し早い時

刻䛻そ䛾場所䛻到着し䛶いたら下敷き䛻䛺っ䛶いたかもしれません。こ䛾よう䛺経験䛿

生まれ䛶初め䛶䛾こ䛸䛷した。ほぼ 3 か月䛻及んだホタル観察期間中䛻䛿いろいろ䛺こ

䛸がありましたがこ䛾倒木シーン䛿䛸䛶も印象䛻残りました。 

 

心配䛺観察結果 

こん䛺風䛻し䛶観察した結果䛿䛸䛶も心配䛺も䛾䛷した。ホタル䛾飛翔数䛿か䛺り䛾

減少䛷した。2019 年䛾台風 19 号䛿東京䛾西端䛻も大き䛺傷跡を残しました。今回、観

察䛻関わった場所䛷も濁流が暴れました。ホタルへ䛾影響䛿明白だった䛸考えざるを

得ません。ただ、飛翔確認数䛿明確䛻減りましたがホタル䛿美しく舞っ䛶くれました。幸

い䛻も令和 2 年䛾台風上陸䛿ゼロ、令和 3 年䛻䛿そ䛾飛翔数を増やし䛶くれるだろう䛸

期待し䛶いる䛸ころ䛷す。 

 

ホタル䛸コロナ 

さ䛶「恐竜䛿ホタルを見たか」（大場裕一著、岩波科学ライブラリー）䛻よれ䜀、ティラ

ノサウルス䛿ホタルを見䛶いたよう䛷す。ホタル䛿悠久䛾時を越え、多く䛾環境変化䛾

中をしぶ䛸く生き延び䛶令和䛾時代䛾夜空を舞っ䛶います。私がホタル観察䛻関わっ

た場所䛿世界䛾大都市・TOKYO、そ䛾西端䛾一隅。そこ䛷ホタルが舞っ䛶います。 

今䛿亡きＣ・Ｗニコルさん䛿母国䛻比し日本䛾首都・TOKYO 䛻䛿クマが生息し䛶い

る䛸羨ましがっ䛶いました。そ䛾クマもホタルも生息する TOKYO 䛾コロナ感染者䛿全国
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最多。ただし、感染者䛾多く䛿都心䛻集中。多く䛾方が東京都心へ䛾一極集中解消を

訴え䛶います。 

もし、都心䛾あちこち䛻ホタルが自生䛷きるよう䛺環境を整えるこ䛸が䛷きたら「三密」

䛿確実䛻減少し、今回䛾よう䛺コロナ禍䛿防げた䛻違いありません。感染者ゼロがし䜀

らく続いた岩手県をみれ䜀それ䛿明確䛷す。こ䛾原稿を書い䛶いる時点䛷䛿クマも生

息する東京䛾奥多摩町䛾コロナ感染者䛿ゼロ䛷す（そ䛾後 2020 年 12 月 6 日䛻原稿を

少し手直しした段階䛷も感染者䛿 3 名）。 

さ䛶、コロナ䛾名称由来䛿太陽、そ䛾太陽光を嫌っ䛶暮らし䛶いるホタル、陽光を避

けたいホタル䛸コロナ禍を乗り越えたいヒト䛿䛹うも無縁䛷䛿䛺い䛸確信し䛶います。 

 

麒麟䛿䛹こ䛻？ 

䛸ころ䛷、巣ごもり生活䛾中、ＮＨＫ䛾大河ドラマ「麒麟がくる」を時々視る機会があり

ました。良き政治が行われる䛸聖䛺る獣䛷ある「麒麟」が現れ、世䛿平穏䛸䛺る、そ䛾聖

獣・麒麟を呼べる武将䛿一体誰䛺䛾か？を描い䛶いるドラマ䛾よう䛷す。ホタル観察䛾

中䛷出合ったイノシシやタヌキ䛻䛿聖獣䛾イメージ䛿ありません。 

しかし、ホタル観察䛾最中、ホタル舞う川を覆うよう䛻し䛶静寂・無風・暗闇䛾中、私

䛾目䛾前䛷突然䛻倒れた大木䛿妙䛻気䛻䛺り心䛻残りました。大木䛾最期䛻立ち会っ

た私䛿物言わ䛼倒木䛾傍ら䛷フト「現代䛾“麒麟”䛸䛿？」を考え䛶いました。そし䛶、木

䛿聖䛺る獣䛷䛿ありませんが「麒麟」䛸䛿「木（き）林（りん）」䛷䛿？䛸思い至った䛾䛷した

（オヤジギャグ的䛷すが）。 

ビル䛾「林立」するコンクリートジャングル TOKYO 䛻「木」や「林」が増えたら温暖化や

一極集中䛿緩和され、やが䛶䛿自生するホタルが TOKYO 䛾あちこち䛷舞う䛾䛷䛿䛺

い䛷しょうか？既䛻屋上緑化や壁面緑化等䛿始まっ䛶います。更䛻、未来を担う子供

たちが通う学校䛾校庭䛻「木林」が現れるこ䛸を願います。学校䛾「校」䛸いう字䛿「木」

が「交」わる䛷す。 

「三密」䛸䛿無縁䛾ホタル観察現場䛾暗闇䛷、せせらぎ䛾音を BGM 䛻こん䛺こ䛸を考

え䛶みました。 
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初歩から学ぶホタル入門 
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ホタル䛸䛿 
日本ホタル䛾会副会長 鈴木 浩文 

 

䛿じめ䛻 

 ホタル䛸䛿、いったい䛹䛾よう䛺虫䛺䛾䛷しょうか。光る䛸いうこ䛸が特徴䛷すが、形態䛿似䛶い

るけれ䛹も、ホタル䛸䛿違う虫䛸し䛶ベニボタルやホタルモドキ䛺䛹がいます。また、光るけれ䛹も

ホタル䛷䛿䛺い虫䛸し䛶コメツキや鉄道虫䛺䛹もいます。䛹こが違う䛾䛷しょうか。 

 分類学的䛻䛿、ホタル科(Lampyridae)䛸いうグループがあります。それ䛿、1817 年䛻

Latreille 䛻よっ䛶作られましたが、そ䛾後、いくつか䛾経緯を経䛶、1972 年䛻 Crowson 䛻よっ

䛶ホタル科䛾上位分類群䛷あるホタル上科 (Cantharoidea)䛾中䛾一つ䛾科䛸し䛶整理されまし

た。Crowson 䛻よるホタル科䛾特徴を抜粋し䛶みる䛸、次䛾よう䛻䛺ります。 

こ䛾説明䛷䛿、ホタル上科䛸、そ䛾中䛻含まれる他䛾科䛾説明䛸合わせ䛶み䛺い䛸、理解す

るこ䛸䛿難しい䛷す。しかし、ここ䛷それを記述し䛶も無味乾燥䛺も䛾䛸䛺ります䛾䛷、保育社䛾

原色日本甲虫図鑑 (III)䛾ホタル科（佐藤、 1985）を見䛶みる䛸、次䛾よう䛻特徴が記され䛶

います。 

 

 

「ホタル科䛾成虫䛾典型的䛺特徴䛿、腹節(abdominal segments)䛾 2-7 番目䛻存在する

気 門 䛿 、 腹 板 (sternal plates) 䛾 内 曲 し た 端 䛻 取 り 囲 ま れ 䛶 い る 。 発 光 器 䛿 腹 節

(ventrites)䛾後端から１また䛿２番目䛻存在する。中胸䛸後胸䛾縫合線䛿痕跡的。小顎

肢(apical palpal segments)䛾先端䛿斧状。触角䛾ソケット䛿近接し䛶いる。し䜀し䜀、転

節䛸前中基節䛻䛿剛毛がある。しかし、インド-マラヤ地区䛸新大陸地区䛾ホタル䛷䛿、

気門が腹板䛻完全䛻取り囲まれ䛶い䛺い属がみられる。発光器䛿、し䜀し䜀後端から 2

番目䛻䛿䛺いこ䛸がある。中胸䛾腹板䛸側板䛾縫合線䛿明瞭。小顎肢䛾先端が斧状䛻

䛺る䛾䛿まれ䛷ある。触角䛾ソケット䛿通常離れ䛶いる。転節䛻䛿、通常、剛毛が䛺い。」 

「頭部䛿前胸背板䛾下䛻かくされる。上翅䛻隆条䛿あるが、あまり顕著䛷䛿䛺い場合が

多い。上翅側片䛿基部䛷幅広く䛺る。中基節䛿左右接する。メス䛿䛸き䛻幼虫型䛸䛺る。

夜、光るこ䛸䛷よく知られ䛶いる一群䛷あるが、発光する種䛿わずか䛷、大半䛿光ら䛺

い。ゲンジボタル、ヘイケボタル䛾幼虫䛿水生䛷あるが、これ䛿世界䛷も例外的䛺こ䛸

䛷、ほ䛸ん䛹䛿林床䛻生息し、カタツムリ類を食餌䛸し䛶生活し䛶いる。熱帯地方、䛸く䛻

中央、南アメリカ䛻多く䛾種が分布し、世界中䛷約 2000 種知られ䛶おり、日本䛷䛿９属

40 種ほ䛹䛾記録がある。」 
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コメツキ上科 

 Crowson (1972)䛿、ホタル上科を次䛾 10 科䛻整理しました。Cneoglossidae、 Plastoceridae、 

Homalisidae、 ベニボタル科 (Lycidae)、 ホタルモドキ科 (Drilidae)、 フェンゴデス科 

(Phengodidae)、 Telegeusidae、 ホタル科  (Lampyridae)、 ホソホタルモドキ科  (Omethidae)、 

ジョウカイボン科 (Cantharidae)。そ䛾中䛷、それま䛷ホタルモドキ科䛻含まれ䛶いたいくつか

䛾属がホタル科䛻移され、ホタル科䛻含まれ䛶いたオオメボタル属 (Rhagophthalmus )䛿フェ

ンゴデス科䛻移されました。 

 そ䛾後、上科レベル䛷䛾甲虫類䛾分類体系が見直されました。ホタル上科、ナガハナノミダ

マシ上科 (Artematopodoidae)、コメツキ上科 (Elateroidea)䛾単系統性が示され、これら䛿コ

メツキ上科䛸し䛶ま䛸められました (Lawrence and Newton、 1995)。しかし、Cneoglossidae 䛿

マルトゲムシ上科 (Byrrhoidea)䛻移されました。 

ホタル科䛿コメツキ上科䛾中䛻入れられましたが、ホタル科䛻近縁䛺科間䛾関係を論じる場

合䛻䛿、や䛿りホタル上科䛾仲間䛸䛾関係が問題䛸䛺ります䛾䛷、ホタル上科䛸いう言葉䛿、今

䛷もよく使われ䛶います。 

 

ホタル科 

ホタル䛾目録䛸し䛶 Junk 䛾甲虫カタログがあります。1910 年䛾 Olivier 䛾 Coleopterorum 

Catalogus、 Pers 9、 Lampyridae 䛻䛿、9 亜科 53 属 1、095 種が収録され䛶いますが、1966

年䛾 McDermott 䛻よる改訂版䛷䛿 7 亜科 92 属 1、891 種䛻増え䛶います。そ䛾後䛾他䛾科

から䛾移動や新種䛾記載䛻より、少䛺く䛸も 114 属が記載され䛶います（Jeng、 2008）。また、

当会理事䛾古河 (2011)䛾検索䛻よる䛸 2、791 種類が記され䛶います。 

亜科䛾扱い䛻つい䛶䛿、Crowson 䛾ホタル上科䛾再検討䛻より、ホタル科䛿 8 亜科䛻ま䛸め

られ、そ䛾亜科䛻 McDermott 䛾属をあ䛶がった体系がよく使われ䛶います。そ䛾 8 亜科䛿、

Pterotinae、 Ototretadrilinae、 クシヒゲボタル亜科 (Cyphonocerinae)、 ミナミボタル亜科 

(Ototretinae)、 Amydetinae、 ホタル亜科 (Luciolinae)、 マドボタル亜科 (Lampyrinae)、 

Photurinae 䛷す。近年、Jeng (2008)䛿、ホタル科䛾 90 属（現状䛷記載され䛶いる属䛾約 80%）

178 種䛻つい䛶、オス成虫䛾 410 形質を用い䛶分岐解析を行いました。そ䛾結果、単系統を

示す 8 亜科䛸側系統䛾関係を示すグループを含めた 1 亜科䛾合計 9 亜科を設置しました。こ

䛾亜科䛾体系䛿大まか䛻 Crowson 䛾体系䛸ほぼ同じ䛷したが、構成する属䛿異䛺っ䛶いまし

た。そ䛾概要䛿以下䛾通り䛷す。 

 

1) Pterotinae: 北米䛻分布する Pterotus 1 属䛾みから構成され䛶います。 

2) ミナミボタル亜科 (Ototrtinae): Crowson 䛻よっ䛶 Ototoretadrilus 1 属を基䛻

Ototretadrilinae が、ミナミボタル属 (Drilaster)やヒゲボタル属 (Stenocladius)を基䛻ミナミ

ボタル亜科が立䛶られましたが、ミナミボタル亜科䛾ヒゲボタル属䛾一部や他䛾属が

Ototoretadrilus 䛸同じクラスター䛻入り、ミナミボタル属を含むクレード䛾側系統群を䛺し

䛶いました。そこ䛷、これま䛷䛾体系を大きく変えるこ䛸䛺く Ototretadrilinae- Ototrtinae 䛾

complex を広義䛾ミナミボタル亜科䛸し䛶扱っ䛶います。これら䛾ほ䛸ん䛹䛾種がアジア䛻分

布し䛶います。 
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3) ク シ ヒ ゲ ボ タ ル 亜 科  (Cyphonocerinae): ア ジ ア 䛾 ク シ ヒ ゲ ボ タ ル 属  (Cyphonocerus) 䛸 北 米 䛾

Pollaclasis から構成され䛶います。 

4) ホタル亜科 (Luciolinae): ヨーロッパ、アフリカ、アジア、オセアニア䛻広く分布する大き䛺

グループ䛷、約 10 属䛾記録があり、亜科より下位䛾分類䛻つい䛶䛿諸説がありますが、亜

科レベル䛷䛾単系統性が示され䛶います。特䛻、これま䛷マドボタル亜科䛻含まれ䛶いた

スジグロボタル属 (Pristolycus)がこ䛾亜科䛾構成属䛻䛺っ䛶います。 

5) Psilocladinae: 南米䛸アジア䛻分布する Psilocladus 1 属から構成され䛶います。

McDermott 䛿 Psilocladus を基䛻マドボタル亜科 (Lampyrinae)䛾 Amydetini 䛾亜族䛸し䛶

Psilocladina を立䛶ますが、そ䛾後、クシヒゲボタル属䛸䛾類似性からクシヒゲボタル亜科䛻

移されます。そ䛾結果、クシヒゲボタル亜科䛿 Psilocladinae 䛾主観異名䛸䛺りました。しかし、

Jeng 䛾解析䛷䛿、クシヒゲボタル亜科䛸 Psilocladinae 䛿、それぞれ独立䛾亜科䛸し䛶認め

られました。 

6) Cheguevarinae: 中南米䛻分布する Magnoculus 䛸 Cheguevaria から構成され䛶います。

元々Olivier 䛻よっ䛶 Megalophthalmus 䛸 Harmatelia を基䛻 Megalophthalminae が立䛶ら

れましたが、Megalophthalmus 䛿後行同名䛷あり Megnoculus 䛸改名されました。Jeng 䛾解

析結果䛷、Harmatelia 䛿ミナミボタル亜科䛻含まれ䛶いるため、Megalophthalminae 䛾亜科

名䛿有効䛷䛿䛺く Cheguevarinae 䛸改名されました。 

7) Amydetinae: 中南米䛻分布する Amydetes 1 属䛾みから構成され䛶います。 

8) Photurinae: 北米から南米䛻分布する Photuris を含む 5 属䛷構成され䛶おり、これま䛷䛾

扱い䛸変わりません。 

9) マドボタル亜科 (Lampyrinae): オーストラリア以外䛻分布する最も大き䛺グループ䛷、50

属以上䛾記録があります。Jeng 䛾解析結果䛷、Amydetinae 䛻入れられ䛶いた Vestina 亜

族䛾 5 属、Psilocladina 亜族䛾 Psilocladus 以外䛾属がマドボタル亜科䛻移っ䛶います。ホ

タル亜科同様䛻下位䛾分類䛻つい䛶䛿諸説ありますが、亜科レベル䛷䛾単系統性が示さ

れ䛶います。 

 

日本産䛾ホタル 

 日本産䛾ホタル䛻つい䛶䛿、2008～2010 年䛻かけ䛶本ニュースレター䛻䛶連載した「ホタル

䛾名前䛻つい䛶」䛾中䛷記し䛶いますが、そ䛾後䛾更新を加味し䛶、現状䛷生息が確認され

䛶いる種類䛸分布䛻つい䛶、Fu et al. (2010)、 Kawashima et al. (2003)、 Kawashima et al. 

(2005)、 Kawashima (2018)を基䛻リスト䛻しました。 

 

ホタル科 (Lampyridae) 

クシヒゲボタル亜科 (Cyphonocerinae) 

クシヒゲボタル属 (Cyphonocerus) 

1. ウスグロボタル (Cyphonocerus inelegans) 三重県，和歌山県 

2. ヘリアカボタル (Cyphonocerus marginatus) 四国，九州 

3a. オキナワクシヒゲボタル (Cyphonocerus okinawanus okinawanus) 沖縄島 

3b. オキナワクシヒゲボタル 奄美亜種 (Cyphonocerus okinawanus amamianus) 奄美 
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大島 

4. ムネクリイロボタル (Cyphonocerus ruficollis) 本州，四国，九州，伊豆諸島 

5. クロクシヒゲボタル (Cyphonocerus watarii) 福岡県 

6. ヤエヤマクシヒゲボタル (Cyphonocerus yayeyamensis) 石垣島 

 

 ミナミボタル属 (Drilaster) 

7. イヘヤアカミナミボタル (Drilaster akakanajai) 伊平屋島 

8. アクセキミナミボタル (Drilaster akusekianus) 悪石島 

9. カタモンミナミボタル (Drilaster axillaris) 北海道，本州，四国，九州 

10. アマミアカミナミボタル (Drilaster bicolor) 奄美大島 

11. ヨナグニミナミボタル (Drilaster flavocephalicus) 与那国島 

12a. オキナワアカミナミボタル (Drilaster fuscicollis fuscicollis) 沖縄島 

12b. オキナワアカミナミボタル 慶良間亜種 (Drilaster fuscicollis keramensis) 渡 

嘉敷島 

13. トクノシマミナミボタル (Drilaster iokii) 徳之島 

14. クメジマミナミボタル (Drilaster kumejimensis) 久米島 

15. ツマグロミナミボタル (Drilaster nigroapicalis) 徳之島 

16. オオバヤシミナミボタル (Drilaster ohbayashii) 石垣島，西表島 

17. オキナワクロミナミボタル (Drilaster okinawensis) 沖縄島 

18. ムネアカボタル (Drilaster ruficollis) 石垣島 

19. アマミクロミナミボタル (Drilaster shibatai) 奄美大島 

20. ナンザンミナミボタル (Drilaster tenebrosus) 沖縄島 

21. クロミナミボタル (Drilaster unicolor) 熊本県，鹿児島県，屋久島 

 

ミナミボタル属 (Stenocladius) 

22. タテオビヒゲボタル (Stenocladius azumai) 沖縄島 

23. シブイロヒゲボタル (Stenocladius flavipennis) 久米島 

24. キベリヒゲボタル (Stenocladius yoshikawai) 石垣島，西表島 

25. アマミヒゲボタル (Stenocladius yoshimasai) 奄美大島 

 

ホタル亜科 (Luciolinae) 

Aquatica 

26. ヘイケボタル (Aquatica lateralis) シベリア，千島列島，韓国，日本（北海道， 

本州，四国，九州） 

 

ホタル属 (Luciola) 

27. ゲンジボタル (Luciola cruciata) 本州，四国，九州 

28. ヤエヤマヒメボタル (Luciola filiformis yayeyamana) 石垣島，西表島 

29. クロイワボタル (Luciola kuroiwae) 奄美大島，沖縄島，久米島 
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30. クメジマボタル (Luciola owadai) 久米島 

31. ヒメボタル (Luciola parvula) 本州，四国，九州 

32. ツシマヒメボタル (Luciola tsushimana) 対馬 

 

スジボタル属 (Curtos) 

33. キイロスジボタル (Curtos costipennis) 中之島，奄美大島，徳之島，宮古島，石 

垣島，西表島，与那国島，台湾，中国 

34. オキナワスジボタル (Curtos okinawanus) 沖永良部島，沖縄島，久米島，渡嘉敷 

島，座間味島 

 

マドボタル亜科 (Lampyrinae) 

マドボタル属 (Pyrocoelia) 

35. ハラアカマドボタル (Pyrocoelia abdominalis) 石垣島，西表島，小浜島 

36. ヤエヤママドボタル (Pyrocoelia atripennis) 石垣島，西表島，黒島，竹富島， 

小浜島 

37. オオマドボタル (Pyrocoelia discicollis) 西本州，四国，九州 

38. クロマドボタル (Pyrocoelia fumosa) 東本州 

39. イリオモテマドボタル (Pyrocoelia iriomotensis) 西表島 

40a. オキナワマドボタル (Pyrocoelia matsumurai matsumurai) 沖縄島 

40b. オキナワモドボタル 久米島亜種 (Pyrocoelia matsumurai kumejimensis) 久米 

島 

41. ミヤコマドボタル (Pyrocoelia miyako) 宮古島，下地島，伊良部島，来間島 

42. アマミマドボタル (Pyrocoelia oshimana) 奄美大島 

43. アキマドボタル (Pyrocoelia rufa) 対馬，韓国，済州島，中国 

 

ノハラボタル属 (Pyropyga) 

44. ノハラボタル (Pyropyga alticola) 関東 

 

オバボタル属 (Lucidina) 

45. オオオバボタル (Lucidina accensa) 本州，四国，九州 

46. オバボタル (Lucidina biplagiata) 千島列島，北海道，本州，四国，九州 

47. ナツミオバボタル (Lucidina natsumiae) 西表島 

48. コクロオバボタル (Lucidina okadai) 三重県，岐阜県 

 

スジグロボタル属（Pristolycus） 

49a. スジグロボタル (Pristolycus sagulatus sagulatus) 千島列島，北海度，本州 

49b. スジグロボタル 近畿亜種 (Pristolycus sagulatus adachii) 四国，九州 

49c. スジグロボタル 奄美亜種 (Pristolycus sagulatus amami) 奄美大島 

50. シコクスジグロボタル (Pristolycus shikokensis) 愛媛県 
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オオメボタル科 (Rhagophthalmidae) 

オオメボタル属 (Rhagophthalmus) 

51. イリオモテボタル (Rhagophthalmus ohbai) 石垣島，西表島，小浜島 

 

 Fu et al. (2010)䛻よっ䛶、ホタル属䛾水生ボタル䛾一グループ䛿 Aquatica 属䛻移されました。

こ䛾中䛷、日本産䛻つい䛶䛿ヘイケボタルだけが扱われましたが、今後ゲンジボタル、クメジマ

ボタルも同様䛻処理される䛸思われます。スジグロボタル属䛿、形態データおよび分子データ

䛸も䛻マドボタル亜科䛷䛿䛺くホタル亜科䛾構成種䛸考えられるよう䛻䛺っ䛶きましたが、分類

学的䛺扱いを再検討する論文䛿まだ䛾よう䛷す䛾䛷、従来通りマドボタル亜科䛾中䛻おい䛶

おきました。南北アメリカ大陸䛻生息し䛶おり外来種䛸考えられるノハラボタル(Pyropyga 

alticola)䛿、関東各地（神奈川県、東京都、埼玉県、茨城県、栃木県）䛷確認され䛶おり、す

䛷䛻定着し䛶いるも䛾䛸思われます。また、ホタル科䛷䛿ありませんが、オオメボタル科䛾イリオ

モテボタルもホタル類䛾一種䛸し䛶リスト䛻挙げ䛶おきました。 

 

おわり䛻 

 日本産䛾ホタルだけ䛷ホタルを認識し䛶い䛶も、世界䛻䛿「これがホタル䛺䛾か？」䛸思うよう

䛺種類がたくさんいます。自分䛷分かったつもり䛻䛺っ䛶い䛶も、そ䛾例外䛿いくつも出䛶き䛶

しまいます。本文䛾タイトル䛻ありますよう䛻「ホタル䛸䛿」を簡潔䛻記すこ䛸䛿䛷きません䛷した。

コメツキ上科からホタル科䛾種䛻至るま䛷䛾形質䛾評価䛿、分類学者䛻ゆだ䛽るこ䛸䛻しましょ

う。 

 

参考文献 

Crowson (1972) A review of the classification of Cantharoidea (Coleoptera), with the 

definition of two new families, Cneoglossidae and Omethidae. Revista de la Universidad 

de Madrid 21 (82): 35-77. 

Fu, Ballantyne, Lambkin (2010) Aquatica gen. nov. from mainland China with a description 

of Aquatica wuhana sp. nov. (Coleoptera: Lampyridae: Luciolinae). Zootaxa 2530: 1-18.  

古河義仁 (2011) ホタル学 里山が育むい䛾ち. 丸善出版. 

Jeng (2008）Comprehensive phylogenetics, systematics, and evolution of neoteny of 

Lampyridae (Insecta: Coleoptera). Dissertation, University of Kansas. 

http://hdl.handle.net/1808/6626 

Kawashima, Suzuki, Sato (2003) A check-list of Japanese fireflies (Coleoptera, Lampyridae 

and Rhagophthalmidae). Japanese Journal of Systematic Entomology 9: 241-261. 

Kawashima, Satou, Sato (2005) The lampyrid genus Drilaster (Coleoptera, Lampyridae, 

Ototretinae) of the Ryukyu archipelago, southwest Japan. Japanese Journal of Systematic 

Entomology 11: 225-262. 



 

ホタル䛾ニュースレター 2020 年 12 月号 (No.88) -10- 

Kawashima (2018) External characters of the naturalized species, Pyropyga alticola Green, 

1961 (Coleoptera: Lampyridae: Lampyrinae: Photinini) settled in the Kanto Plain, 

Central Honshu, Japan. Japanese Journal of Systematic Entomology 24: 67-72. 

Lawrence and Newton (1995) Families and subfamilies of Coleoptera (with selected genera, 

notes, references and data on family-group names). In Biology, Phylogeny, and 

Classification of Coleoptera. Papers Celebrating the 80th Birthday of Roy A. Crowson. 

(Eds.) Pakaluk and Slipinski, Muzeum i Instytut Zoologii PAN, Warazawa.  

McDermott (1966) Lampyridae. In Coleopterorum Catalogus, Supplmenta. Pars 9, edition 

secunda. (Ed.) Steel, W. Junk, s’-Gravenhage. 

佐藤 正孝 (1985）ホタル科. 原色日本甲虫図鑑 (III). 黒澤良彦, 久松定成, 佐々治寛之

（編）, 保育社. 

（2020.12.記） 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【初歩から学ぶホタル入門】総集編予告 

 

 2012 年発行ニュースレター第 55 号において、古河義仁理事の執筆から始まりまし

た「初歩から学ぶホタル入門」は、今回で最終回になります。 

これまで初級者向けに「ゲンジボタル」「ヘイケボタル」「ヒメボタル」「クロマド

ボタル」といった観察会で目にすることの多いホタルの解説を記し、さらに「ホタル

鑑賞のルールとマナー」「ホタルとは」など初心者ハンドブックとしてご利用いただ

ける内容を掲載してまいりました。 

さらに、一歩踏み込んだ内容を望まれる中級者向けに「クメジマボタル」「スジグロ

ボタル」「オバボタルとオオオバボタル」について解説し、合わせて「ホタルの育て

方」「ホタルの光を再現する実験」「里山とホタル」の解説も掲載いたしてまいりま

した。 

初級編と中級編をまとめて次号以下に、観察会などでハンドブックとしてご利用いた

だけるような総集編をお届けする予定でございます。皆様の団体などで《観察会ハン

ドブック≫としてご活用いただけましたら幸いです。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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談話会実施報告 

 

 

参加者からの感想 

日本ホタルの会会員 安部順子 

談話会に参加して生まれて初めて ZOOM機能を使うのでドキドキしながらの参加でし

た。通信が不安定な中、宇田川様の「アキマドボタル紀行」のルポを楽しむ事が出来ま

した。ありがとうございました。ホタルの種類が沢山あるのは図鑑などでみているのです

が、現地に行った方のレポートは臨場感もあり、ほんとにいるのだという実感がわきまし

た。吹田市のホタルでは、大阪の都市でも自然が残っている場所があること、さらに自

然発生のヒメボタル生息環境があることも初めて知り驚きました。他の場所だとおもいま

すが、印象にのこっているのは、カタツムリの中に入り込んだホタルの幼虫がカタツムリ

の殻から透けて見えている画像でした。１回の談話会だけで、終わるには惜しいいろい

ろなルポ、なにかの形でじっくりと見られるとうれしいかと思いました。 

 

寄付金 

この度，日本ホタルの会に故大場信義先生の奥様より寄付金（金 10,000 円）を頂き

ました。今後の会の進展にお志を使わせて頂く所存です。厚くお礼申し上げます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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information

事務局からの  

お知らせ 

2020 年 11 月 28 日（土），談話会を開催致しまし
た。今回は ZOOM を利用した初めてのリモートでの

開催で，日程の再調整もありましたが，無事開催す

ることができました。内容は，日本ホタルの会会員の

宇田川弘康さんによる「アキマドボタル紀行」で，長

崎県対馬におけるアキマドボタル，ツシマヒメボタル

の解説の他，関東・関西のゲンジボタル，大阪のヒメ

ボタルについてもお話して頂きました。 

mailto:0723398601@jcom.home.ne.jp

